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室町時代前期 の 「檀紙」 （強杉原） を 中心 に

湯山 賢一

室町幕府関係文書 の う ち 、 足利将軍 の発給す る 御判御教書 が 、 様式 上 に お い て 最 上 級 に
位置 し 、 多 く の場合、 大形で 賓 日 の 目 立つ 厚手 の ごわ ごわ し た料 紙 を 用 い て い る こ と は 、
よ く 知 ら れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら を古文書学上に 「檀紙 」 と し て 分類整理 す る こ と が 可 能
で あ る こ と は 、 上 島 有 氏 の 一連の研究 （「中 世の檀紙 と 御判御教書」 『 日 本歴史』 三六三号、
「檀 紙 に つ い て （上）J 『古文書研究』 三三号所収 外 ） に よ っ て 明 ら か に な っ て い る 。 今 回
の 私共 の 研 究 テ ー マ に し て も 、 氏 の功績に 負 う と こ ろ が少 な く な い の が現状 で あ る 。

さ て 、 一 般 に 檀紙 と い っ て も 、 古 く は正倉院文書、 天平十九年 （七四 七 ） 十 二 月 二 日 写
経疏間統充装讃帳 に み え る 檀紙 か ら 、 『権記』 寛 弘 八 年 C - 0 一 一 ） 六 月 十三 日 条 に み え
る 「陸奥紙J や 、 『明 月 記 』 天福元年 （一二三三 ） 七月 一 日 条 に み え る 檀紙 ま で 、 そ の 実体
が様々 な 料紙 を 対象 と す る 呼称 で あ っ た こ と も 既 に 明 ら か と な っ て い る （寿岳文章 氏 『 日
本 の 紙』〉。

こ の 様 に 室 町 時代以前 を み て も 、 各 々 時代時代 に よ る 特徴 、 差異が顕著 で あ り 、 名 称 を
同 じ く す る か ら と い っ て 、 こ れ を 時 代 を 超 え た 同一紙 と し て 理解す る こ と に は 多 く の 問 題
が あ る こ と は云 う ま で も な い 。 他方 、 檀紙 を 含 む 室 町時代 の料紙を近世以 降 の 抄紙 技 術 に
則 っ た 現 代 の料紙 と の 直接的 な比較 に よ っ て 論 じ る こ と も 、 こ れ ま た 抄 紙 技 術 の変遷過程
を捨象 し た 論 と い え よ う 。 小論 で は遺 品 も 多 く 、 形態上 に も顕著 な 特 徴 の み え る 室 町 時 代
前期 の 「檀紙」 を 中 心 に 室町幕府文書料紙 に つ い て 簡単 に ふ れ て み る こ と に す る 。 但 し、
こ こ で 云 う 「檀紙J は 、 上島氏 も 述 べ ら れ て い る よ う に 当 時 の 歴 史的表 現 と し て は 「 強 杉
原 」 と 呼 ば れ て い た も の で あ る 。 当 然 の こ と と し て 今 回 の 研究 テ ー マ か ら は 、 強杉 原 と し
て分類す べ き 範障 の も の と し て 考え て い る が 、 現段階で は混乱 を避 け て 現 在 の 研 究 状 況 に
従 い 、 便宜上 「檀紙」 の 名 称 を 用 い た 。

今 回 の 入力 済 デ ー タ 上 か ら み て、 室町幕府発給文書 で確実 に檀紙 （強杉原 ） と 考 え ら れ
る 文書 と し て は 、 建武三年 （一三三六） 正月 十二 日足利 直義軍勢催促状 本紙 （ 大 友 文 書 一
九六） 以 下 、 建武四年五月 廿二 日 足利尊氏袖判下文 （大友一二九 ） 、 同 六 月 十 九 日 足 利 尊
氏袖判下文 （大友一三一 ） 、 貞和元年 （一三四 五 ） 十二月 十七 日 足 利 直 義 裁 許 下 知 状 （東
寺百合 マ ） 、 延文四年 （一三五九 ） 十二月 十五 日 足利義詮袖 判下文 （大友一三 五 ） 、 永 和 元
年 （一三七三） 足利義満袖判下文 （大友一三六 ） 、 康窟元年 （一三七九 ） 足利 義 満 袖 判 下
文 （大 友一三七 ） 、 応永三年 （一三九六 ） 六月 六 日 足 利 義 満 御 判 御 教 書本紙 、 裏紙 （ 東 寺
百合 こ ） 、 応永十五年 （一 四 O 八 ） 十 月 五 日 足 利 義 持 御 判 御 教 書 本 紙 （東寺 百合 ホ ） 等 を
上 げ る こ と が 出 来 る 。 猶、 目 録 デ ー タ 上 で は檀紙 と 表現 さ れ て い る も の が 、 こ れ ら 以外 に
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も 多 数 あ る が 、 こ れ ら は基本 デ ー タ 蒐集過程 に お け る 私共調査団の認識 の変遷を含め、 デ ー
タ 採取 時の判断 を暫時 そ の ま ま に 表示 し た も の で あ る 。 こ の 表示が、 不正 確 の 批 判 を 免 れ
ら れ な い 面 が多 々 あ る こ と は重 々 承知 し て お り 、 今後 は こ の再整理 も 重 要 な 課題 と 考 え て
い る 。

と こ ろ で 、 こ れ ら 「檀紙J （強杉原） の 特 徴 は 、 縦 寸 法 が 三 四 セ ン チ 、 横 寸 法 五三 セ ン
チ を 越 え 、 厚さ も 略0 ・ 二 ミ リ 以上 の た っ ぷ り と し た 厚みが あ り 、 重 さ も － 0数 グ ラ ム 以
上 で 、 全 体 の 密度 も 0 ・ 三五～四五前後を数え る 。 紙色 は樹皮層近 く の 非 繊 維 物 質 が 交 じ
る た め 、 経年変化 も あ っ て 白 黄 か ら や や 淡 い褐色がか る な ど の 特徴 を み せ て い る 。 特 に 賛
目 に 顕著 な も の が あ り 、 一寸 当 た り 凡 そ 十二本程 の い ず れ も 萱貨 と 思 わ れ る 太 い 賓 目 が み
え て い る 。

こ れ ら の 特徴 を も っ 「檀紙」 （強杉原） の先践 と し て 、 上 島 氏 は元亨元年 （一三二一 ）
十 月 九 日 後宇多 法皇院宣 （東寺百合文書 ヤ 函一六号） を 上 げ ら れ 、 足利将軍 が こ う し た 檀
紙 を 用 い る 初見 と し て 貞治五年 （一三六六） 十 月 二 日 足利義詮寄進状 （醍醐寺文書第一函）
を 例 に 引 か れ て い る （「中世文書 の料紙の種類J 小川信編 『中 世古文書 の世界』）。

し か し な が ら 、 足 利 氏 に よ る 「檀紙」 の使用例 は こ れ を遡 る こ と は 確実 で 、 前記 の 建 武
三年正 月 十二 日 足利義直軍勢催促状を別 に す る と 、 現状で は久我家文書 中 に あ る 建 武三年
七 月 十 日 付 の 足利尊氏袖判禁制三通 （八六～八 号 ） を尊氏発給文書 の 初 見 例 と し て 確 認 す
る こ と が 出 来 た 。 こ れ ら は現在巻子装 の う ち に 仕立て ら れ て い る た め 、 古 く 本 紙 に 相 剥 が
な さ れ て お り 、 料紙 デ ー タ と し て の 密 度 の 計測等 は不可 能 で あ る 。 し か し 、 修 理 解 装 時 の
計測 に よ れ ば 、 第八六号 は縦三三 ・ 一 、 横五四 ・ 八 セ ン チ 、 太 い 十二本 の 貸 目 が み え 、 も
と の 厚 み の 残 っ て い る 部分 の 平均 は約0 ・ 二一 ミ リ で あ った 。 第八七号 は縦三三 ・ 一 、 横
五五 ・ 0 セ ン チ 、 貸 目 は同様十二本で、 厚 さ の平均 は約 0 ・ 二 四 ミ リ 。 ま た 、 第 八 八 号 は
下辺損 の た め 復 元縦寸法 で は 三三 ・ 一 、 横五回 ・ 九 セ ン チ で あ り 、 貸 目 は 十二本 、 厚 さ の
平均 は 約 0 ・ 二三 ミ リ で あ る 。

こ れ ら の 文書 は い ず れ も 建武三年六月 十四 日 光厳院を奉 じ て 入京 し た 尊 氏 が 、 そ の 直 後
に 、 久我家 の 根本家領久我庄 （八六号 ）、 上久世 ・ 東 久 世 庄 （ 八 七 号 ） 及 び 本 久 世 庄 （ 八
八号 ） に つ い て軍 勢 の 乱入狼籍 を禁止 し た も の で あ る 。 今少 し 南北朝初 期 の デ ー タ を 蒐集
し な い こ と に は軽 々 に 論 じ ら れ な い が 、 こ の 建武三年七 月 の時点で 、 尊 氏 が 従 来 の 引 合 系
の料紙 と 区別 し て 「檀紙J を用 い た こ と は注 目 に値 す る 。 建武三年 は そ の 十 一 月 七 日 に 建
武式 目 が定 め ら れ 、 略幕府 の実体 が成立 し た 年 で あ る 。 こ う し た 時期 と 相 前 後 し て 、 尊 氏
が そ の 発給 す る 文書料紙 に 新 た な 厚様 の 杉原系の 「檀紙」 を用 い た の は 、 鎌 倉 幕 府 に 替 わ
る 新 し い 武家政権 に 相応 し く 、 荒 々 し さ の 中 に も 品 格 の あ る 料紙 と し て 意識 的 に こ れ を 選
択 し た 結 果 に 他 な ら な い 。 そ の 意味で は建武三年 は古文書学上 に 、 室 町 杉 原 時 代 の 幕 開 け
と な っ た 年 と い え る の で は な い だ ろ う か 。 云 う ま で も な い が 、 室町将軍 発 給 の 直 状 に は 、
御判御教書 の 外 、 初期 の 下文 や 下知状を含 め 、 御 内書 な どが あ り 、 こ れ ら の 全 て に 「檀紙」
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（強杉原 ） が用 い ら れ た わ け で は な い 。 し か し 、 建武三年 以 降 は 八代義政 を 経 て義澄辺 り
迄 は 、 袖判乃至奥上署判 の 御判御教書 に は 多 く の 場 合 「檀紙」 （ 強 杉 原 ） が 用 い ら れ て い
る 。

と こ ろ で 、 こ れ 以外の 日 下署判の 御判御教書 な り 御 内 書 に は 、 前時代 と 同 じ く 引 合 、 杉
原が用 い ら れて お り 、 以下 、 阿蘇文書 の 略 同 時代 の 四通を例 に料紙 の 特徴 と そ の 理 解 に つ
い て ふ れ て 、 纏 め に か え た い 。

①臆永 四 年三月 冊 目 足利義満御判御教書
内 容 は 阿 蘇社の社職社領四至 の安堵 と 祈祷命令 か ら な る 奥上署判 の御教書 で あ る 。 縦三

四 ・ 四 、 横五五 ・ ニ セ ン チ 、 厚 さ 0 ・ 二三 ミ リ 、 重 さ 一六 ・ 二 グ ラ ム 、 密 度 0 ・ 三 六 五 で
あ る 。 外見上 も 大 き く 、 地色 は 自 黄色 で 、 厚 み が あ っ て 、 し か も 深 み が あ り 、 繊維 は や や
太 め の 毛足長繊維 を 全面 に 交 え 、 繊維 が よ く 撹枠 さ れ た こ と を 示す坦が ー 箇 所 あ る 。 表 面
か ら み る と 天地 に よ く 繊維が流れ て い る 。 透か す と こ れ は見 え な く な り 、 透 き 徹 る 感 じ の
平滑感が あ る 。 賓目 は一寸 当 た り 十本 の 太 い 萱蟹 状 の も の で 、 透か す と 賓 目 が 顕著 に み え
る が 、 幅三 ・ 五 セ ン チ 程 の 糸 目 は透か し て も 僅か に し か み え な い 。 板 目 は表 （墨付側 ） に
微 か に み え る が 、 墨 の 乗 り は普通 で 、 裏面の刷 目 は確認 出 来 な い 。 以上 の 特 徴か ら み て 、
本文書 の 料 紙 は 「檀紙 」 （強杉 原 ） と 認 め ら れ る 。

②臆 永五年八 月 廿一 日 足利義満御判御教書
前文書 と 略同 じ 内 容 で 当 知 行 を併せ 安堵 し た も の で奥上署判 が あ る 。 縦三 一 ・ 九 、 横 四

六 ・ 五 セ ン チ 、 厚 さ 0 ・ 一六 ミ リ 、 重 さ 九 ・ 八 グ ラ ム 、 密度0 ・ 三九 。 外見 上 の 大 き さ は
中 位 、 地色 は精製度が高 い 白 で繊維 は 長 い 。 全体 に毛足長 も 交 え る た め に 荒 き が 特徴 的 に
み え る が 、 目 が詰 っ て い て 、 畳込 み に よ る 縦 の折れ敏が 目 立 つ 。 透か し て も 費 目 、 糸 目 と
も 全 く み え な い 。 板 目 は表 に 微 か に み え る が 、 刷 自 は不詳。 板 目 （表 ） の 墨 の 乗 り は 極 め
て良好 で 掠 れ な ど は な い 。 鎌倉時代か ら の 系譜 を 引 く こ の特徴 を も っ 文 書 料 紙 を 引 合 と 考
え る が 、 こ の 料紙 は ま た 当 時 の管領奉書 に も 用 い ら れ て い る 。

③ （年 未 詳 ） 三月 二 日 足利義満 御 内 書
内 容 は 日 向 国 に つ き 菊池氏 と 共 に 今川 了 俊 へ の 合力 を 命 じ た も の で 、 袖 判 で あ る 。 縦三

一 ・ 二 、 横四九 ・ 一 セ ン チ 、 厚 さ 0 ・ 一一 ミ リ 、 重 さ 六 ・ 四 グ ラ ム 、 密 度 0 ・ 三六九 。 外
見上 は や や 大 き く 、 地色 は少 し 褐色 が か っ た 白 黄 で 、 坦が二箇所 に み え 、 や や 毛 足 長 繊 維
を交 え る も 、 少 し 短 め の 繊維が全体 に よ く 均一化 さ れて薄 日 に漉上 が っ て い る 。 繊維 は 表
面 か ら み る と 天 地 に よ く 流 れ て い る の を 確認 出来 る が 、 透かす と み え な く な る 。 貸 自 は 透
か す と 微 か にーす当 た り 十六本、 糸 目 幅 は二 ・ ニ セ ン チ あ り 、 箇所 に よ っ て 貸 自 の 目 立 つ
と こ ろ が あ り 、 や や 平 滑 に し て 、 墨 の 乗 り に も 掠 れ が あ っ て若干悪 い 。 こ の 料 紙 は 室 町 前
期 の 上質杉原紙 の典型 と 考 え ら れ る 。

④臆 永十一年 四 月 廿一 日 九州探題渋川 満頼書下
内 容 は 阿蘇社雑掌 の 申 請 に任 せ て 国守圧の安堵 と 祈祷 を 命 じ た も の で 、 日 下署判 で あ る 。
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縦二八 ・ 九 、 横四 六 ・ 五 セ ン チ 、 厚 さ 0 ・ 0九六 ミ リ 、 重 さ 四 ・ 二 グ ラ ム 、 密 度 0 ・ 三 二
五 o 中程度 の 大 き さ で 、 厚み は 普 通 、 地色 は や や 褐色がか っ た 白 黄 で 、 少 し く 毛足長繊維
が漉斑 が あ り な が ら も 均等 に 漉上 げ ら れ て い る 。 賓 目 は透か す こ と に よ っ て 僅 か に み え 、
竹賞状 の 細 目 で一寸当 た り 二十一本 を 数 え る 。 糸 目 は逆 に 透 か す と 顕 著 に 幅 二 ・ 七 セ ン チ
程度 で み え る 。 こ れ は前記御内書杉原 よ り は 落 ち る 手 で 、 所謂室 町幕府奉行人奉書用 紙 の
初期 の も の と 同 じ で あ る が 、 後 の よ う な填料 と し て米粉を加 え る よ う な 白 さ は な い o こ れ
も 室 町 杉 原 紙 の 典 型 で あ る 。

以 上 、 中 間報 告 を 兼 ね て現在 に お け る 室町時代 の 幕府文書 に つ い て の 現 状認 識 を 述 べ て
み た が 、 例 え ば御 内 書一つ を と っ て も 、 義晴以 降 の も の を 、 前 期 の 「 檀 紙 J （ 強 杉 原 ） と
果 た し て 同 一紙 と し て捉 え て 良 い も の か な ど 、 デ ー タ の 集積 と 併 せ て 、 今後 に 解 決 す べ き
問題が少 な く な く 、 御 批 判 を い た だ け れ ば幸 い で あ る 。
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